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• 書

情だけでなく，職場における職制にたいする労働者i(き 
団の連帯を強く感じさせる言葉である。だが，そixに 

もかかわらず，兼者は労働者階級の中途階後との深い 

断絶を意識させる表現として，そうした階級的支配を 

被支配の感情の根底にあると思/う。それはやがて「や 

つらJ か 「おれたち丄か，に発展する契機をひぞませ, 
ており，自己の属する階級と他の階級との相違の意識, 
これこそが，日本の労働者にもっとも強く欠けてい.る 

点ではなかろう力、。

’Them’ and ‘Us’ を 意 識 し な い 日 本 の 労 働 者 は ，どの 

ような 顏 敗 が g 己 の 企 業 を 蔽 お う と も 固 い 沈 黙 を 守 力 ， 

わ が こ と の よ う に ，企 業 の 利 益 を 守 ろ う と す る 。 イギ 

リ スの労麟者階級や労使関係だけでなく， こうした企 

業 別 労 働 組 合 の も つ 弱 点 を 知 る た め に ， こCD二つめ研  

究 は 必 読 の 書 で あ b , 読 を す す め た い 。 .
飯 田 鼎 (経あ学部教授）

評

ジ g .V  • シ ュ :，レ ぺ ツ 力 ..レ 著 .'‘，，.
ぉアメリ力農業史 

デイヴィド•スコープ箸

『アメリカ中西部の農業労働者』
. .  ' '：. . .  . •  •

ここ f c紹 介 す る ニ 冊 の 本 は ， いずれも， ア メ リ カ 幾 ‘ 
業 史 研 究 者 に と っ て # 望 め 書 で あ っ すこ。待 望 © 書 と V V 
う 意 味 は ,か か る 書 物 め 必 要 性 を 誰 も が 感 じ て い た  

もかかわらず， こ れ ま で 類 書 が 存 在 し な かった か ら で  

ある 。期 待 が 大 き か っ た だ け に ，読 み 終 っ て の iE直 )^  
感 想 と し て ， い さ ざ か 不 満 が 族 る し か し こ れ は 著  

者 の 力 量 の 不 足 か ら く る も の と い う よ り は ,被 等 の 課  

禅 の 困 難 さ を 示 す も の と い う ン き で あ ろ う 。

シュ，レべ .ツカーの書物は， 160*7年 （ジ3；イムズタウ'ン 

售民地の建設）から 1972年にいたるまでの， *7.メ .リカ農 

業史の通史である。 とれまで存在する概説書 k , ビド 

ウェルおよぴフアルコナーの『北部農業史』，グレイの 

n t 部 ;f t 業史』 をはじめとして， ゲ イ ツ の 《̂農民の時  

代』や シ ヤ ノ ン の 『農 民 の 最 後 の フ ロ ン チ ィ な ど ， 

極めて質の高いものではあるが，その対象とする地域 

や時代が限られていた。 また , ラ -*ス ム ツ セ ン の r ア 

メリ力農業の歴史 J . は，資料集であって通史ではない „ 
い ;Jpぱ 唯 の 通 史 は ， 1940年の農務省年報にのせられ 

て い る ュ ド ワ ー ド の ア メ リ 力 農 業 — 最 初 の 300 
年』 ということになるが，その後の研究の進展を考え 

ると，今日では少々物足りない。 そ̂れ故，先に優れた 

文献目.録 (jHidiography of Books and Pamphlets on the 
History of Agriculture in  the United States, 1607-1967) 
を'出版しを:シュレぺツカレの本書が待たれていたわけ 

でもる。 .
一 方 ， スコ ~ プの書物は， 1S15年 か ら i s e o 年にいた  

る# 期 の ， 中 西 部 の 農 業 労 働 者 を 扱 っ た も の で あ っ て ， 

シ ュ レ ペ ッ カ 一 の そ れ と は 対 照 的 な 個 別 研 究 で あ る 。 

しかし， 類 似 の 研 究 書 が な い と い う 点 で は ,こ れ も 同  

様 に 貴 重 な 書 物 で あ る 。南 部 の 黑 人 奴 綠 に つ い て は 多  

< の 研 究 が な さ れ て い る が , 北部の農寒労働者に’関し  

ては , 不 思 議 に 研 究 が な い 。 ももろん，農 業 労 働 者 が  

存在したことは前記ゲイ / ツ の 書 を は じ め ， ダンホブ 

の 『北 部 農 業 史 』 や ， ボ ク グ の 《̂中西部農業史 4 にも 

能されているのである力 \ そ'の実熊は全く不明であっ 

たと い っ て よ い 。 これは，北 部 農 業 が 独 民 も し く  

は ま 族 農 場 を 中 心 に 営 ま れ て い た と ぃ う 事 t i  (なぃし 

は神話）に 加 え て ，労 働 者 に 閲 す る 史 料 が 極 め て 服 ら
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れズいたためであろう。もっともスコープは，雇い主 

侧の史料めみならず，労働者の書'/、た手紙や日記を掘 

りおこしたのであって，rppけよ，さらぱ開かれんJ の 

感がある。

さて，最初にシュレペッカ一の『アメリカ農業史J 
を鬼よう。この書物は，大きく 5 つの時期に区分され 

ている。すなわち, 民地時代(1607〜I783年)，独立か 

ら南北戦争まで (1783~1861年) , 第 1 次大戦まで（1861 
第 2 次大戦まで(1914~194時0 , 第2次大戦 

後 (1945〜1972年) の5 時期である。さらに，それぞれの 

時期が, 土地, 市場, 技術という3つのトピックを中 

心に分けられている。例えぱ, 植民地時イむこつ'/、ては, 
L -農業のための土地(1607~1763年)，2. 土地と独立戦 

令 (1763〜1787年)，3 . 農業技術と農具（1607〜1783年)，

4 . 市場を求めて（1607~1783年) , 5. 重商主義と農民 

(1607〜1783年) という5 章がある。

各室は，次いで1 ページないし2 ページ程度の小ト 

ピックに細分されている。第 i ぎの場合を例にとれぱ, 
ヴァージニア植民地，プリマス植民地，ジョージア植 

民地，その他の植民地，北アメリカのオランダ人，タ 

ウン，'‘システム，タウンの土地付与, ' .その欠点，兵士 

への士地付与，イギリス植民政策変化，といった具 

合である。もとよウ，この程度のぺジ数であるから, 
そう詳しい説明を期待することは無理であるが，個々  

の事項に関しての一応の知識を得ることはできる。た 

だし, あくまでも教科書的な叙述であるので，特定の 

間題をめ々る論争点などは述べられていないことが多 

い。また，.巻末の文献目録は,ごく一般的なものに限 

られているので，細かな問題に■ついて，どんな参考文 

献があるのかということも解らない。ただしこの点 

につ1/、ては，先に記した通り，シュレペッカ一による 

別の書物があるので，そちらの方を参照すぺきであろ

シュレぺッ力一の叙述は，土地，市場,技術という 

3 つのトピックを中心に展開されているが，よ,り包括 

的なチーマほ, 商業的，業の発M ということである。 

もっとも, 商業的という言集は，生ま物の服売が，たと 

えわずかであってもおこなわれるという意味で使われ 

ているので，力、かる用語法からすれぱ,植民地時代以 

来0 歴史は，すべて前業的農業の歴史というこ-とにな 

る。それ故, かつてビド'> ルが問题とした，自給的 

農業から商業的農業への変化というような観点は入ゥ 

X こないし，まして商部プランテーシa ンの性格想定

などは問題とされない。士地，市場というトピックに 

しても，農村構造や市場溝造とは無関係であって，そ 

うした面に関心を持つ読者には不満が大きいと思われ 

る。例えぱ，独立から南北戦争までの期間における土 

地および市場の問題は, 公策地政策の変遷と領士の城； 

m . 資易，工業の発展，交通機関の改善といった面を 

中心に記述されており，無難といえぱ無難，つまらな 

，いといえぱ，つまちないというところである。

通史あるいは教科書としての性格を意識しすぎたた 

めか，シュレべッカーは，ケメリカの学界で論争の的 

f cなっているような間題を，あえて避けているように 

思われる。南北戦争前のプランチーシg ンの自給性の 

問題，地域間交易の問題, ホームスチタド法の評価， 

農民運動の原因參々，，経済史家であれば当然一*言あっ 

てしかるベき間題につ'/、て，シュレベッカ一は，はと 

んどふれていない。ふれているとしても，それが間題 

となっていることを，読善に気付かせないような書き 

方しかしていない。これt i, 被がスミソニアン博物館 

の農業• エ秉部門のぎ任者であることと，無関係では 

あるまい。彼の記述は，博物館の展示品の如く，公正 

中立，無味乾燥なのである。もっとも，最近は教科書 

と銘打ちながら，妙に論争的なものも少なからず見受 

けられるので, これは一*服の清涼剤といえないことも 

なぃ。
それでは，シュレぺクカーの書物の長所はどこにあ 

るのか。この点は，彼が博物館に勤めていることに大 

いに関係があるが,農機具や農業技術についての記述 

カ̂極めて明快で解りやすいことである。これには，多 

くの写真や0 版も大いに物をいっている。シュレべッ 

カーの関心が，どんな点に向けられているかは，索引 

を見れば良く解る。そこには，プランチーシg ンとい 

う項目はないが，プランター，すな;}7ち種まき機は存 

在する。また,ポピュリストの指導著であったプライ 

ヤンの名前はないが，離農業におけるバプコヴク•チ 

ストの発明者，バプコックは存在するといった具合で 

ある。もちろん，技術は，より大きな社会的,経済的 

文脈の中でと'らえられなけれぱならない。.しかし，.収 

樓機やトラクタ^ の改良発達の.過程,病虫害対策や品 

種改良，士壤保全や灌卿についての具体的知識なしに 

技術を語ることはできない。こうした点で，この書物 

は極めて右用である。

また，この本が読んでつまらないかといえば，決し 

てそうではないrジg — ジ‘ ヴシントンは，所有地か 

ら無断移住者を追い出すととに成功した数少ない土地

92(22^ ) —  '
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m
所有者*投機業者の1 人であった。彼の士地に対する 

権利を確保するにあたり，革命•の英雄としての名声が 

大いに役立った。はとんどの投機業者は，それほど成 

功をおさめなかったJ <57ページ)というような記述から 

も察せら;H るように，シュレべッカーの書物には，コ 

シg ウもきかしてあるのである。

次にスコニプの著書を紹介しよう。この書物の最大 

の功績は，南北戦争前の北部,より正確には中西部農 

業を考えるにあたって，農業労働者の存在.を無視する 

ことはできない，という事実を明らかこした点であろ 

う。北部農民がま給的であったという神話は，ずぅと 

以前に消減し 'そのことはシュ.レべッカーの通史にお 

いても当然の前提とされている。しかし,労働者が例 

外的存在であったという印象は今日もなお強V、。スコ 

ープは：中西部農業の発展にとって，農業労働者の存 

在が不可欠であったことを示すと同時に， 童労働者, 
家事手伝いとしての女子労働者の役割りを明らかにし, 
さらには自由な黑人労働者が中西部の農場で働いてい 

た点をも指摘している。この書物は, 北部農業につI；、 
ての，もう—つの神話を打ちやぶる足雄Fかレを提供し 

たといえ;5 であろう，

内容構成は序論につづき，農場建設，プレ"リ^開 

塑，運送，収樓，排水および井戸り，園芸およぴ果 

樹栽培，冬期9 仕事，児ま労働者，女子労働者，労働 

者の地位，労働者の体日，結論という13享からなって 

いる。前半では，それぞれの作業における労働者の雇 

用と役割り, 後半では農村社会における労働者の状態 

力’、示されているといってよい。史料は, 農民の日記，

書筒, 地方史，新聞等々であるが，歴史家力；使いなれ 

ていた，これら史料の中に，農業労働者に関する材料 

ゼ、、力、くも豊富に存在していたのかと,あらためて目 

をみはるばかりである。

収獲の季飾に,家族労働だけでは人手が足りないの 

で労働者が雇用されるということは，従来からもいわ 

れていた。しかし，そのような短期間だけ, 突然,労 

働者が天から降ったか地がら涕いたかのように出現す’ 
るというのは，いささ力、解せない話である。スコープ 

によれば, 労働者の仕まは，はかにもいろ.いろあっ'Ac, 
例免ぱ，家屋の建設は，すべて近！辨の住民の協力によ 

るわけではなく，労働者によるととも多かったしプ 

レーリ^ の開塾にしても同様である。農産物の運搬に 

ついても，それに従事する業者および努働者力';存在し 

ていた„ 収獲期には̂，移動労働者だけでなく，町の労

評

働者や，黒人も雇用された。また,挑水溝や井戸掘 

には，專門の労働者がおり，これにはアイルラント，族 , 
民や黑人が従事した。果樹園では，主に外国移民の半 

熟練労働者力M動いていたし冬湖には伐木に,あるい 

は肠肉加工に労働者が廣われた4 孤児や貧民め子ぜは 

農家に年季享公にやられたL, 数名の労働者を雇う裹 

までは女中も必要であった。とくに収積期には，主婦 

の労働が過重になったので，女中が飲迎された。とれ. 
ら労i i 者の実熊を* スコーフ，は生き生きと描き出しで 

いる。

とくに與味をひくのは, 廣業労働者の存在が，都市- 
と農村とのつなが りを，思わぬ角度から示している点 

である。裹業労働者は農思でのみ働いているわけでは 

なく，季節.によっては都市や運送業で働いており，非- 
農業雇用機会の存在が, 彼等の生活をささえていた。

さらに，貧金の一部分は現物支給の場合力，、多かった力V 
ここで現物というのは農民が支給するのではない。労 

働者がliffの商店で購入しそれがま,、主の農民のM勘, 
定に加えられるのである。商人 ' 農民•労働者という 

結びつきの存在は,これまで、見逃がされてきた点とい. 
えよう。また，中西部の農き労働者が，冬地には南部， 

に出かけていったという点も, 北部と南部のつながり, 
を示す点で面白い。

スコ^ プめ書物の弱点は,その史料が多種多様で矣 

るため，ェピ ソ 一 ドの積み重ねの感があることである。 

まさに, 「新しV、経博史家Jが,昔風の経済史を批判す 

る点である。 コr• プは，全体とすると，南北戦争前 

の中西部においては，労働者が「農藥のはしごJ を昇. 
ゥて自作農になることが可能であったことを説、てV、 
る。しかしスコープの史料および方法は，それを実 

SEしえない性質のものである。結論の享においてはマ 

みュ；̂クリプト，センサスカ，̂̂ いられているが，これ 

はお義理で使った程度であり, 大部分は叙述的史料を. 
伝統的手法で极ったものといえる。それ故，「社会にお 

ける労働者の地位J という享では，労働者力'、雇い主の 

娘と結婚することもあったということが, 彼等の「地： 

位J を示すものとされる。とれでは, 社会史家といえ. 
ども満足できまい。.
むしろ, 結論の部分をもう少し拡大して，特定のタ 

クンシップなり，郡なりける農業労働者のあり方 

を探ることの方が, 労働者の地位やr農業のはしごJ
を考察するためにも，適切ではなかゥたかと思われ. 

る。中西部というような大きなワクではなく，限定さ 

れた小地域であれぱ，ゴ■ピソードも，単なるュピソー

93(225)
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ド以上の意嗓を持ちうるからである。スコープの叙述 

，は，ミシガンからイリ/イへ ， オハイオからクィスコ 

ンシンへ， という具合に目まぐるしく飛ぶので，平均 

的賞金であるとか，賃金の上昇顏向であるとか、、われ 

ても，どの程度の乎均か，傾向か，はなはだ頼りない。

し力、し，難点はとも力Vく，これだけ多くの史料を集 

め，鼻業労働者の庚態を，作業内容のみならず，日常. 
生活全般にわたって明らかにしたことは，スコ"プの 

書物め大きな貢献である。時には，材料が豊m すぎて, 
まとめにくかっすこのではな'̂ 、かとすら思われる。しか 

し ，これまで誰も注目しなかった史料ぱかりでf cるか 

ら，スコr -プにしても捨てきれなかったに相違なk、。 
，引用が多すぎたり，長すぎたりする感じを持つ読者も 

いようが, これも仕方のないところである。 .
以上, 性質は異なるが，それぞれに新分野を開拓し 

を:ニ冊の書物を紹介した。ァメリカ農業史研究者のみ. 
なちず，*7 メリ力史一般に與味を持つ人々にとっても 

見逃しえぬものと思う。

, 〔John T. Schlebecker, Whereby We Thrive: A 
History of American Farming, 1607-1^2. Ames, 
Iowa. Jowa State Univ. Press, 1975, 342 pp. 邦価 

も790円〕

①avid E. Schob, Hired Hands and Plowboys： 
Farm Labor in  the Midwest, 1816-60. Urbana, Univ. 
of Illinois Press. 1-975, 329 pp.邦価 4, 050円〕.

' 岡 田 泰 男 (経済学》 授）

J. S. ュカーソン著

『マルサス礼賛』

Jane Soames Nickerson with an introduction 
by Russell Kirk ' '

を‘HOM AGE TO M ALTHUS"

マルサス人口論復活の声が（とりわけ第2 次大奥後);跡 

を断たない中で，先年ひ974年）ルーマユアにおいて第 

' 3 回世界人ロ会議が開かれ，その声はさらに一段と高 

まってきたようである。

とろで人ロ論ないし人ロ問題につ、て は，以前か 

らもまりにも多く語られてきた。戦後に注目しズみた 

場欧米文献でその代表的なものは, W. V o g t： Road 
to Survival, London, 1949., K. Sm ith： The Malthusian 
Controversy. London, 1951., J. A. Banks & D. V. 
G l ^ :  Introduction to Malthus. London. 1953., G. 
Mackenroth: Bevolkerungslehre. Berlin-Gottingen-Heid- 
elberg, 1 9 5 3 .,等 々 で , これらを皮切りに,人口問題は 

人n 理諭の立場から，あるいは社会学の立填;̂ »ら， 

るいはまた通俗的な警告の立場から論ぜられ,現在ま 

でにこの種の文献は相当な数に上っている。しかし 

『マ ル サ スは誰も読まずして皆が酷評するネを残したJ 
( J • ボナー）と言われてU、るように，現代の人ロ問題 

に関する多くの主張は,内容的にはマ ル サ スそのもの 

から遊離しセしまった感がある。

本書も，やほりマルサス人口論め復活という時流に 

乗って，現代世界の直面している人口過剰問題にメス 

を入れようとするものである。

著者ニ力一ソン女史につ '/、て は 詳 し い こ と は 解 ら な  

いが， 本 書 に 記 さ れ た 著 者 紹 介 を そ の ま ま 引 用 す れ ば  

次 の 通 り で あ る 。 「オ ク ス フ ォ ー ド で 学 び ， 現在ユュ 

^ a ニクに 在 住 ， 数 年 フ ラ ン ス に 住 み ， そこではロン  

ドンクイムズの パ リ 支 局 の ス タ ッ フ と し て 働 い た 。 そ 

し て プ リ 一 の ジ ャ ー ナ リ ス ト と し て ，現在まで北アプ  

リ力を広く旅行してきている。 そ の 出 版 著 作 は 次 の 通  

りでもる。 The English Press； A  Short History of 
North .A frica； Autobiography of Marie AvinofT (with 
Paul Chavehavadze); そ の他プ ラ シ ス 及 び イ 'タリアの 

書 物 の 翻 訳 „
と こ ろ で 本 書 わ 特 徵 と す る と こ ろ ル 堪 に 現 代 の 人
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